
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和５年４月７日  

学校名：県立相模原中央支援学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（２月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

○「自立と社会
参加」をめざ
し、子どもたち
が主体的意欲的
になる授業を実
践する 
 
 
 
 
○授業改善を組
織的に行い、専
門性の向上を図
る 

①評価規準に着目し
子どもの姿から振り
返ることで、子ども
の目指す姿を明確に
した授業づくりにつ
なげる 
 
 
 
 
②組織的な授業改善
に向け、授業公開・
授業検討会・学習会
等をとおして、専門
性の維持向上を図る 

①授業公開や改善検討会の
視点を子どもの姿にあて、
評価規準（表出方法や行
動）に基づいて振り返りを
行うことで、子どもの学び
の過程や実態を捉え直し、
目標を明確にした授業づく
りにつなげる 
 
 
②一人一回の授業公開を実
施するとともに、授業検討
チームによる授業検討会や
研修会を通し教員による協
働的学び合いを進め、授業
について教員が学ぶ機会を
設定する 

①子どもの達成時の表出
方法や行動に着目した参
観や改善検討会を通し
て、子どもの学びの過程
や実態を捉え直すことが
できたか 学習内容表を
元にした授業を行えたか 
改善点を話し合い、次年
度に引継ぐことができた
か 
②授業検討チームによる
授業検討会がスムーズに
進められたか。また、学
び合いを深める研修会の
設定ができたか 

①授業の成り立ちシ
ートや授業参観シー
トに評価規準の項目
を設け意識できるよ
うにしたが、評価規
準の書き方や改善検
討会の進め方が難し
いとの反省があがっ
た。 
②授業公開、および
検討会は計画通り進
行できた。研修会
は、さがちゅうゼミ
７回、公開研修会１
回、授業改善研修会
４回、他部門紹介研
修会１回、教材教具
展示を実施した。 

①「評価の規準」
の記入について具
体的に例を示し、
改善検討会につい
ては、進め方を①
観察したこと②分
析の２段階にして
行うよう整理し、
学部会で周知する
こととした。 
②専門性の維持継
承は大きな課題。
学習会や研修会、
授業研究を行いな
がら、引きつづき
専門性の向上を図
る。 

授業改善が短時
間で効果的に実
施されている。 
 
成果の蓄積につ
いても大切にし
てほしい。 
 
 
授業の工夫シー
トの掲示につい
て、部門ごとの
区分け等すると
より見やすくな
るのでは。 

①評価規準に基づく
ことで、子どもたち
の行動に着目しやす
くなり、支援をより
具体的に考えられる
ようになった。評価
規準の捉えについて
はまちまちな面があ
り改善が必要。 
②学習会や研修会、
授業研究、教員間で
子どもの実態把握と
指導法等の情報共有
を丁寧に行うことで
専門性の向上を図る
ことができた。今後
も専門性の維持継承
が課題である。 

①引き続き評価規準
に着目した振り返り
から、目標の見直し
や次の目標に繋げて
いく授業づくりに取
り組むとともに、年
度始めに評価規準の
立て方を全体で確認
する。 
②チームによる授業
検討会の回数や進め
方を検討調整して、
さらに充実した教員
間の学び合いになる
ようを実施する。 

２ 

幼児・児

童・ 

生徒指導・

支援 

○ICT による教
育活動など、一
人ひとりのニー
ズに応じた教育
を実践する 
 
 
 
 
 
○アセスメント
を充実させ、専
門性の高い支援
を実現する 

①ICT を利活用した
学習活動やオンライ
ン授業により、個々
の教育的ニーズに応
じた教育を実践し、
学習保障と学習支援
の充実を図る 
 
 
 
②アセスメントツー
ルの活用を促進し、
子どもの特性を客観
的に評価し、個別教
育計画や教育活動に
つなげる 

①子ども自身が ICT 機器を
使って学びを広げるため
に、個々に応じた ICT 活用
の実践に取り組むととも
に、それを共有し検証を行
う 
 
 
 
 
②各学部部門において適切
にアセスメントツールを活
用し、的確な実態把握を行
う 

①子どもに応じたICT活用
の実践に取り組み、実践
の共有と検証を行うこと
ができたか 
 
 
 
 
 
 
②アセスメントツールを
活用し的確な実態把握が
できたか、またアセスメ
ント結果を活用し、個別
教育計画の目標を設定す
ることや日々の支援に役
立てることができたか 

①ICT機器活用状況
アンケートを実施し
各学部の活用状況を
把握した。iPadの
活用は広まっている
が台数が足りない、
また視線入力装置、
アレクサについては
活用する子どもが少
ないのが現状。 
②小学部では太田ス
テージ評価 MEPA-R
を実施し、実態把握
をするとともに個別
教育計画作成や授業
づくり等に役立て
た。 

①視線入力装置、
アレクサについて
は、まず教員が機
能や操作方法等を
知るために、体験
研修会等を行って
いく。 
 
 
②太田ステージ評
価の研修は希望者
のみの受講だった
ため、学部教員全
員で受講し、実態
把握や授業づくり
等に活かしてい
く。 

①子どもの主体
性を引き出すツ
ールの一つとし
て取り組みを継
続してほしい。 
 
 
 
 
②引き続き、丁
寧なアセスメン
トとそれを根拠
とした指導をし
ていってほし
い。 

①視線入力装置等の
研修会を行った。ま
た、個別の相談に応
じた。いろいろなケ
ースの取り組みがあ
ったが、全体で共有
できなかったことが
課題としてあげられ
る。 
②太田ステージ評
価、MEPA-Rを実施
し実態把握をするこ
とで個別教育計画作
成や授業づくりに役
立てるとともに授業
改善検討会等に役立
てた。 

①個々の ICT活用の
実践を全体で共有
し、そこから上がっ
た課題を検証してい
くと共に、パワーポ
イント教材の提案や
ニーズに応じた研修
会を計画していく。 
②個別教育計画や授
業づくり等に生かす
とともに年間授業計
画や研究授業、授業
公開等の作成・授業
改善に役立てるよう
にする。 

３ 
進路指導・

支援 

○子どもたち一
人ひとりの生活
の充実をめざ
し、発達段階に
応じた進路指
導・支援を行う 
 
 
○将来を見据え
た地域生活充実
のため、障害者
スポーツを促進
する 

①子どもたちの将来
の生活を見据えた、
進路指導・支援を推
進する 
 
 
 
 
②障害者スポーツを
地域に発信するとと
もに、子どもたちの
余暇活動の体験機会
を充実させる 

①個別の支援計画策定会
議、事業所見学会、進路説
明会、進路学習、実習、面
談等様々な場面でオンライ
ンをより有効に活用すると
ともに従来の方法との調
和・統合も模索していく 
 
②パラスポーツ推進プロジ
ェクトを中心に、地域と協
働した生涯にわたり持続可
能なパラスポーツの取組み
を行う 
 

①各場面でオンラインを
含め有効な方法での実施
を推進することができた
か 
 
 
 
 
②地域からの参加者を含
めたパラスポーツ教室や
大会の実施ができたか 

①オンラインで外部
とつないでの学習や
実習、説明会や面談
を実施し、定着しつ
つある。 
 
②8月にパラスポー
ツ体験会を実施し
た。本校の児童・生
徒、保護者に加え地
区民生委員の方や支
援級の教員が参加し
た。 

①従来の方法の利
点も活かししつ
つ、必要に応じて
組み合わせながら
進めていく必要が
ある。 
②プロサッカーの
試合でチラシ配布
や関係機関での掲
示を依頼できた。
さらなる広報を行
い、地域の方が参
加できるようして
いく。 

①就業能力があ
っても、通勤な
どに課題がある
方がいる。オン
ラインでの学
習、実習はその
ような方の将来
に結び付く取り
組みである。 
②パラスポーツ
イベントの、サ
イクルを作るこ
と、周知の工夫
を考えていって
ほしい。 

①オンラインと従来
の参集方法両方を活
用した進路指導・支
援を実施することが
できた。 
 
②11月に「ぎんが
ボッチャ大会」を開
催した。本校の生
徒、保護者に加え、
一般の方や相模田名
高校の生徒、本校の
卒業生などの参加者
で大会を行うことが
できた。 

①今年度取組始める
ことができた生徒の
進路学習におけるオ
ンライン活用の場面
を広げていく。 
②支援していただけ
る保護者や地域の人
たちとの関わりを増
やし、障害者スポー
ツを学校開放事業で
行うなどして、地域
とともに運営できる
体制を整えていく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（２月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

 

４ 
地域等との

協働 

○地域社会と連
携しながら、社
会性を育む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○相模原地区に
おけるインクル
ーシブ教育を推
進する 

①新しい生活様式を
踏まえたうえで地域
と協働して、地域資
源を活かした教育活
動や交流及び共同学
習を推進することで
幼児児童生徒の社会
性の育成をめざす 
 
 
 
 
 
 
②感染予防対策等を
徹底しながら、地域
の関係機関との連携
を図り、巡回相談や
ネットワーク会議等
への参加をとおし
て、センター的機能
の充実を図る 

①新しい生活様式を踏ま
え、地域の作品展への参加
や交流デイの開催方法の工
夫、地域学校との交流等、
地域との協働の方法を検討
し、前年度と比較し一歩前
進した取り組みを考える 
 
カフェプロジェクトを中心
に、図書館カフェをオープ
ンさせ、地域に向けて開く
とともに学習の場としての
活用を進める 
 
②感染症対策を徹底しなが
ら地域の各種学校等と連携
を継続し巡回相談や協議
会・研究会にオンライン等
も活用していく 
地域センター推進協議会の
幹事校として、県全体とし
ての動向を把握し、今後の
方向性を探り、そこで得た
ものを、相模原地区の各学
校・施設に還元していく 

①地域との協働の方法を
検討し、前年度と比較し
一歩前進した取り組みを
計画・実施できたか 
 
 
 
 
カフェをオープンするこ
とができたか、地域の方
とカフェやパン販売を通
して交流することができ
たか 
 
②コロナ禍における新し
い支援方法を実践できた
か 
地域センター推進会議の
幹事校として、地域のニ
ーズに応じたセンター的
機能について検討し、発
揮できたか 

①相模原市総合防災
訓練にボランティア
として参加した。パ
ンフレット配付を行
い、地域行事に貢献
することができた。 
 
①６月の地域交流部
会でのアドバイスを
もとに地域への宣
伝、コーヒーの提供
方法についてプロジ
ェクトチームで話し
合った。 
②巡回相談について
は、相手校と相談を
密にし、短時間での
訪問とした。また、
午前中に訪問した場
合は、午後にオンラ
インでケース会を行
った。 
地域センター推進協
議会の幹事としてブ
ロック会を運営し
た。アンケート調査
等を活用し、ブロッ
ク校の現状を調査
し、テーマを決め話
し合いを進めた。 

①ボランティアと
して参加すること
は、とても良い経
験であるので、来
年度も継続して行
く。 
 
①パン販売時にコ
ーヒーを試飲とい
う形で提供してい
く。 
学校周辺地域にチ
ラシを配付する。 
 
②短時間の巡回で
も十分な支援方法
の検討が相手校と
一緒にできるよう
に連携を密にして
いく。 
地域センター推進
協議会について
は、高等学校のニ
ーズを知る機会を
設定している。地
域においてセンタ
ー的機能を発揮す
るために活用する
方法を今後探る必
要がある。 

①防災訓練等に
ボランティア等
役割を持って参
加することはイ
ンクルーシブの
原点といえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②巡回相談の内
容について、学
習場面での課題
に限らず、摂食
や食具について
のアドバイスを
してもらえると
よい。 
 

①来年度は、相模原
市が九都県合同防災
訓練の会場となる予
定である。どのよう
に参加するのかを検
討している。 
①交流デイでは、来
校した保護者にコー
ヒーを提供すること
ができた。その後テ
イクアウト方式でカ
フェをオープンし
た。 
②コロナ禍における
巡回方法が定着し
た。また、地域で開
催された会議や研修
会でセンター的機能
についての PRを行
うことができた。そ
の結果、巡回相談に
つながったケースが
あった。 
②地域センター推進
協議会で高等学校と
の連携について検討
することができた。
今後小中学校への支
援充実ために、相模
原市と連携する方法
を模索していく必要
がある。 

①ボランティアとし
て参加すること、防
災フェアでポスター
等を展示できるかを
検討する。 
①地域との交流を図
るためにどのように
カフェを運営してい
くかを検討していく
必要がある。 
 
 
 
②年度のはじめを中
心にセンター的機能
について PRする場を
積極的に作るように
する。感染症対策に
ついては必要に応じ
て適宜相手校と相談
していく。 
 
②小中学校への充実
した支援のために相
模原市青少年相談セ
ンター等へ巡回相談
の報告をはじめとし
た連携方法を検討す
る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

○信頼と期待に
応える学校づく
りを推進する 
 
 
 
○安心で安全な
教育環境の整備
に取り組む 
 
 
〇現実的な防災
体制を整備する 
 
 
 
 
○不祥事防止の
徹底を図る 
 
 
○教職員の働き
方改革を推進す
る 

①コロナ禍で不足し
ている学校の様子を
保護者に発信するこ
とで、保護者の信頼
と学校教育への理解
を進める 
②学校が直面する課
題について、２つの
プロジェクトチーム
を中心に、組織的に
課題解決を図る 
③現実的な防災につ
いて、情勢に合わせ
た方法で実践を行う 
 
 
 
④不祥事防止に向け
た取組を継続するこ
とで発生を防ぐ 
 
⑤会議のもち方や業
務の進め方の改善を
とおして、教職員の
働き方改革を推進す
る 

①授業参観の実施、学年だ
よりの充実等で保護者への
情報発信を充実させるとと
もに、保護者向けの学習会
や勉強会、講演会を行う 
②パラスポーツ推進プロジ
ェクトとカフェプロジェク
トについて学校運営協議会
を活用して、目標に即した
具体的な取組を行う 
③社会情勢に合わせなが
ら、年１回は全校実施での
避難訓練を実施、実際の避
難活動も併せて取り組んで
いく、防災宿泊訓練を継続
実施する 
④不祥事防止会議での検討
と不祥事防止研修会を継続
することで教職員の綱紀保
持を行う 
⑤退勤時間のルールの継続
とともに、働き方改革の必
要性を全教員が意識し、他
校の実践等を参考に業務改
善の方法やアイデアを共有
し実践する 

①授業参観の実施や学校
だよりによる情報発信を
することができたか、ま
た保護者が求める学習会
や勉強会、講演会を実施
することができたか 
②２つのプロジェクトに
ついてそれぞれ、具体的
な成果をあげることがで
きたか 
 
③社会情勢に合った、よ
り現実的な防災訓練、防
災宿泊訓練を実施するこ
とができたか 
 
 
④不祥事防止会議での検
討と定期的な不祥事防止
研修会を実施することが
できたか 
⑤教職員の働き方改革を
意識した具体的な業務改
善を実践することができ
たか 

①１日各エリア３家
庭の授業参観を実施
し、保護者が子ども
の学習の様子を見る
ことができる機会を
設けた。 
②３進路指導・支援 
４地域等との協働に
記載 
 
③９月２日に１年生
対象に保護者引取り
訓練を実施。10月
の避難訓練は全校実
施の予定で計画して
いる。段ボールベッ
ド等の防災物資を追
加購入した。 
④職員会議の際に不
祥事防止研修会を継
続実施した。 
⑤退勤時間の提示は
継続してきたが、守
ることができない日
が 2学期以降増えて
きた。 

①今後は状況を見
ながら広げていけ
るとよい。 
②３進路指導・支
援 ４地域等との
協働に記載 
③防災宿泊訓練
を、泊を伴わない
実践的防災訓練に
変更。２学期には
事前告知無しの不
審者対応訓練を予
定している。 
④職員会議が書面
開催のため、テー
マの提示やアンケ
ートの回収はでき
たが、内容を深め
るには至っていな
い。 
⑤業務量の軽減、
一部の教員に負担
がかかっているこ
と、教員不足等課
題が多くある。 

 
 
 
②カフェプロジ
ェクトについて
は、着地点を明
確にしていく必
要がある。 
 
 
③不審者対応訓
練について、不
審者役の意見を
聴くなど、振り
返りと改善をし
ていってほし
い。 

①1日各エリア３家
庭とすることで、保
護者全員が希望した
日に子どもの学習の
様子を見ることがで
きた。 
 
 
 
 
③課業中に不審者役
を立てての不審者対
応訓練が実施でき
た。また、保護者参
加型の訓練を増やし
たことで、校内だけ
でなく保護者の防災
意識が高まった。 
④書面での研修に加
え、１月には集合式
の不祥事防止研修会
を開催することがで
きた。 
⑤人手不足もあり業
務改善を進めること
はできていない。 

①今後は各家庭２名
までの参加等、状況
を確認しながら希望
者全員が参加できる
ようにしていく。 
 
 
 
 
 
③防災宿泊、不審者
対応含め、より実践
的な訓練に取り組
む。また、学校安全
計画と危機管理マニ
ュアルの見直しと共
に、学校全体で共有
できる体制をつく
る。 
④定期的な研修会の
継続と実効性のある
取り組みを工夫して
いく必要がある。 
⑤抜本的な改革が必
要と考える。 

 


